


研
究
課
題

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
要
項

茶
湯
無
尽
蔵
・
茶
湯
秘
抄
所
収
遠
州
関
係
茶
座
敷
指
図
と
城
の
技
術
が
あ
っ
た
と
染
ら
れ
る
。
特
に
、
後
者
の
内
容
を
究

州
伏
見
御
旧
宅
図
の
数
寄
屋
及
び
露
地
の
比
較
検
討
を
お
こ
明
す
る
た
め
、
適
職
遺
物
の
熱
残
留
磁
気
を
測
定
し
、
古
代

な
っ
た
。
の
磁
北
の
偏
向
の
変
化
を
た
ど
る
試
桑
を
実
施
し
た
．
さ
ら

８
鎌
倉
時
代
仏
堂
の
構
架
と
小
屋
の
発
展
（
文
部
省
科
学
に
そ
の
成
果
を
分
析
し
航
空
写
真
・
地
溌
図
な
ど
に
よ
っ
て

研
究
役
交
付
金
に
よ
る
研
究
）
工
藤
圭
潅
判
明
す
る
古
代
地
測
と
照
合
研
究
し
た
。

い
わ
ゆ
る
本
堂
と
よ
ば
れ
る
仏
堂
の
小
屋
組
を
、
・
ハ
ン
チ
３
古
代
土
器
生
産
の
研
究
（
文
部
省
科
学
研
究
礎
交
付
金

ヵ
Ｉ
ド
に
よ
っ
て
盤
理
し
て
四
極
に
大
別
分
類
し
、
奥
行
の
に
よ
る
研
究
）
川
小
琢

深
い
仏
堂
の
出
現
に
伴
っ
て
の
小
屋
組
の
変
遷
を
大
系
つ
け
平
城
宮
出
土
土
器
は
各
地
の
生
産
地
か
ら
供
給
さ
れ
て
い

る
に
努
め
た
。
る
。
そ
の
出
土
品
を
中
心
に
各
地
の
生
産
地
の
製
品
と
の
比

９
遺
物
・
遺
跡
の
写
真
測
吐
に
よ
る
研
究
牛
川
喜
幸
較
研
究
を
お
一
」
な
い
、
占
代
土
器
の
生
産
と
供
給
の
実
態
解

写
真
測
肱
を
逝
跡
・
遺
物
の
闘
査
研
究
に
応
用
す
る
方
法
明
に
努
め
た
。

に
つ
い
て
研
究
し
、
一
部
実
施
し
た
．
（
本
文
型
頁
参
照
）
Ｃ
研
究
発
表

Ⅲ
歴
史
研
究
室
１
昭
和
詔
年
５
月
弱
Ⅱ
（
於
本
所
）

１
南
都
諸
大
寺
関
係
文
書
の
調
査
田
中
稔
、
狩
野
久
西
寺
跡
の
調
査
と
平
安
京
の
条
坊
杉
山
億
三

妬
年
度
以
降
継
続
中
の
唐
招
提
寺
所
蔵
の
古
文
苔
教
典
類
田
中
琢

平
城
宮
跡
の
出
土
遺
物

仁
王
会
本
尊
図
の
展
開
に
つ
い
て
浦
野
智
海

の
調
査
と
し
て
、
本
年
度
は
古
写
維
を
瓶
点
的
に
調
査
し

た
。
大
半
は
平
淡
時
代
初
期
以
前
に
属
す
る
優
秀
な
も
の
で
２
昭
和
詔
年
ｎ
月
２
日
（
於
本
所
）

大
安
寺
発
掘
調
在
報
借
杉
山
臆
一
一
一

↑
の
る
。

西
大
寺
弥
勅
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て
長
谷
川
誠

２
古
代
測
地
法
の
復
原
的
研
究
（
文
部
省
科
学
研
究
曲
交

平
城
宮
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
狩
野
久

付
金
に
よ
る
研
究
）
坪
井
清
足
３
昭
和
詔
年
９
月
辿
日
（
於
平
城
宮
発
掘
調
査
事
務
所
〕

古
代
測
地
法
に
は
、
真
北
と
磁
北
を
基
準
に
す
る
二
系
統
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
現
地
報
告
会

，
昭
和
調
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

杉
山
信
三
工
藤
圭
章
沢
村
に
鈴
木
充

奈
良
県
教
育
委
員
会
に
協
力
し
、
南
法
華
寺
礼
堂
・
興
福

寺
北
円
堂
の
遺
構
・
遺
跡
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

４
烏
羽
離
宮
の
調
査
杉
山
信
三
牛
川
喜
幸

京
都
府
教
育
庁
の
お
こ
な
っ
た
鳥
羽
離
宮
の
庭
悶
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
協
力
し
た
。

５
奈
良
市
内
古
民
家
・
古
社
寺
の
洲
査

杉
山
信
三
工
藤
圭
章
沢
村
仁
鈴
木
充

奈
良
市
教
育
委
員
会
の
依
頼
に
よ
り
、
奈
良
市
内
の
古
民

家
・
古
社
寺
の
調
査
を
尖
施
し
た
。

６
奈
良
県
お
よ
び
京
都
府
下
の
茶
唯
敷
と
露
地
の
調
査

森
瀧
牛
川
蔦
幸

奈
良
県
下
で
は
依
水
園
三
秀
亭
と
蔵
松
庵
跡
付
近
一
補
の

実
測
調
査
、
称
名
寺
独
炉
庵
お
よ
び
束
大
寺
四
聖
坊
な
ど
珠

光
好
茶
座
敷
及
露
地
の
実
測
と
関
係
演
料
の
集
収
、
宗
珠
松

崖
な
ど
奈
良
出
身
茶
人
関
係
資
料
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

京
都
府
関
係
で
は
慈
照
寺
東
求
堂
、
鰍
鮮
亭
跡
付
近
、
西
芳

寺
湘
南
亭
・
北
亭
跡
・
縮
遠
亭
へ
の
通
路
付
近
・
醍
醐
寺
三

宝
院
松
月
軒
沈
流
亭
付
近
、
仙
洞
御
所
又
新
亭
・
醒
花
亭
女

院
、
御
所
寿
山
御
茶
屋
跡
付
近
、
桂
離
宮
竹
林
亭
跡
付
近
、

修
学
院
離
宮
簿
曲
閣
・
止
左
斉
跡
付
近
そ
の
他
の
尖
測
調
査

を
お
こ
な
っ
た
。

７
小
堀
遠
州
関
係
淡
料
の
調
炎

森
瀧
牛
川
喜
幸

小
堀
遠
州
居
宅
（
伏
見
六
地
蔵
、
大
阪
天
満
、
伏
見
豊
後

橋
誌
、
京
都
六
角
堀
川
）
の
位
置
確
認
と
建
築
庭
園
関
係
溢

料
の
収
集
を
お
こ
な
い
、
寛
永
度
大
阪
城
指
図
中
の
数
奇
屋

く
さ
り
の
間
な
ど
の
検
討
、
延
宝
度
（
元
和
造
営
）
近
衛
殿

指
図
の
三
つ
の
数
奇
屋
的
茶
座
敷
と
木
源
自
性
院
殿
（
尚
函
幽

慶
安
四
年
指
図
の
比
較
、
松
屋
会
記
・
甫
公
伝
蒜
・
孤
逢
庵

古
代
部
城
制
の
研
究

第
一
部
平
城
京
の
復
原
的
研
究

4１

○
・
ｇ
Ｐ
つ
９
画

一
つ
つ
》
（
ご
三
上

き
・
９
つ
重

碧
・
つ
８
国

古
代
測
地
法
の
復
原
的
研
究

古
代
土
器
生
産
の
研
究

平
城
宮
跡
出
土
品
と
の
比
較
研
究

鎌
倉
時
代
仏
蝋
の
俄
架
と
小
墜
の
発
峻

種
類
一
研
究
担
当
者
一
交
付
金

工田坪

藤中井

韮清

軍琢足

機
関
研
究
一
椎
本
地
沿
郎

１同各

・個

研

究



昭
和
羽
年
度

３
国
逆
文
化
財
研
光
所
に
は
支
所
を
侭
く
こ
と
が
で
き
る
。

４
伺
倣
文
化
財
研
究
所
及
び
そ
の
内
部
組
織
は
、
委
典
会
規

則
で
定
め
為
。

Ｂ
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程

（
郵
岬
咋
糾
鯉
舜
準
認
挙
叫
蝿
郡
冊
）

沿
革

昭
和
二
九
年
』
ハ
月
二
九
日
文
化
財
保
没
委
貝
会
規
則
第
一
号
改
正

昭
和
二
九
年
九
月
一
圧
Ⅱ
〃
第
二
魁
改
正

昭
和
三
六
年
九
〃
一
江
Ⅲ
〃
節
三
叶
改
賑

昭
和
三
八
年
側
月
一
○
側
〃
第
四
母
改
眼

昭
和
三
九
年
三
〃
一
一
・
、
〃
鰯
・
牙
改
正

（
奈
良
岡
立
文
化
財
研
究
所
の
組
織
）

蕊
一
条
奈
良
同
立
文
化
財
研
究
所
の
所
蝋
堺
勝
を
分
離
さ
せ

る
た
め
、
庶
務
課
、
次
の
一
一
・
寵
及
び
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

を
股
く
。

美
術
工
芸
研
究
室

建
造
物
研
究
裳

雁
史
研
究
室

２
平
城
宮
跡
発
伽
調
査
部
に
、
そ
の
所
単
蛎
務
を
分
蝋
さ
捗

る
た
め
、
次
の
五
室
を
撒
く
．

第
一
調
森
室

第
二
調
森
室

第
三
調
在
室

保
存
整
理
室
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奈
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
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史叡弥
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昭昭 昭
和和 和
３８３０２９

年年 年
度度 度

昭
和
錦
年
度

昭昭岬
和和荊
３７３６３５

年年年
度陛哩

二
組
識

Ａ
文
化
財
保
護
法
抜
幸
（
柳
押
癖
計
蔀
峠
恥
月
一
一
一
十
日
）

輔
一
一
十
条
委
仇
く
ぷ
の
附
鵬
機
関
と
し
て
文
化
財
呼
門
群
議

会
、
胸
湛
博
物
館
及
び
脚
立
文
化
財
研
究
所
を
脱
ぐ
。

第
二
卜
三
条
阿
倣
文
化
財
研
雅
所
は
、
文
化
財
に
関
す
る
調

査
研
究
、
盗
料
の
作
成
及
び
そ
の
公
炎
を
行
う
。

２
伺
立
文
化
財
研
究
所
の
名
称
及
び
位
脱
は
、
左
の
通
り
と

す
る
。

昭

和
３４

年
庇

年
度

三
研
究
成
果
刊
行
物

毛

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
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（
平
）
は
平
城
鴬
跡
発
掘
調
謹
部
、
（
歴
）
は
歴
史
研
究
塞
表
（
建
）
は

建
造
物
研
究
室
、
（
庶
）
は
庶
務
課
の
兼
務
を
示
す
。

史
料
調
査
室

（
庶
務
課
の
所
蕊
事
務
）

第
二
条
庶
務
課
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
別
に
文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
委
任
を
受
け
た
施
囲
に

お
け
る
職
負
の
人
事
に
関
す
為
こ
と
。

二
公
文
書
の
接
受
及
び
公
印
の
智
守
そ
の
他
庶
務
に
関
す

為
こ
と
。

三
経
饗
及
び
収
入
の
予
算
、
決
算
そ
の
他
会
計
に
関
す
る

こ
と
。

四
行
政
財
産
及
び
物
品
に
関
す
る
こ
と
。

五
職
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

六
前
符
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
所
難
に
属
し
な

い
郡
務
を
処
理
す
あ
こ
と
。

桑
奉
術
工
芸
研
鐙
室
の
所
蛾
淋
務
）

節
三
条
美
術
工
芸
研
究
寵
に
お
い
て
は
、
絵
画
へ
彫
刻
、
工

芸
品
、
倒
跡
そ
の
他
建
造
物
以
外
の
有
形
文
化
財
及
び
工
芸

技
術
に
関
す
為
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活

川
に
関
す
為
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
建
造
物
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

鋪
四
条
建
造
物
研
究
室
に
鐙
い
て
は
、
建
造
物
に
関
す
る
悶

査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
る
訓
読

を
つ
か
さ
ど
為
。

（
腿
史
研
究
室
の
所
蝋
琳
務
）

第
五
条
歴
史
研
究
龍
に
侭
い
て
は
、
考
古
及
び
史
跡
に
関
す

為
澗
恋
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に
関
す
患

事
務
を
つ
か
さ
ど
お
。

（
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
五
室
の
所
懲
事
務
）

雛
六
条
第
一
認
識
蕊
、
第
二
調
燕
室
及
び
第
三
禰
査
篭
に
お

い
て
は
、
所
長
の
定
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
分
担
し
て
、
平
城

宮
跡
の
発
掘
及
び
調
査
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び

活
用
に
関
す
賭
聯
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２
保
存
整
理
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
の
遺
柵
及
び
逝
物

の
保
存
整
理
及
び
訓
迩
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び

活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３
史
料
調
査
室
に
お
い
て
は
、
平
城
宮
跡
に
関
す
る
史
料
の

収
築
及
び
調
煮
研
究
並
び
に
そ
の
結
果
の
普
及
及
び
活
用
に

関
す
為
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

（
所
長
）

鋪
七
条
奈
良
国
立
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